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　これまで、排泄ケアで下剤の常用をしているご利用者が大部
分を占めていた。排便が３～４日無い時に一律で下剤を頓用。
そのことで、排便が泥状から水様便となり一日何度も排便があ
る状況が続くご利用者もおられ、排便のコントロールが難しい
状況が見られていた。ご利用者の尊厳を守る為に、その人らし
い排泄を目指して１年間を通じて自然排便に向けて取り組ん
だ。

自然排便について、根拠ある知識の導入から自然排便へ繋がる
為の介護を実践した。

１.食事・食物繊維
常食を基本にした食事の提供と、日本人の一般成人の食物繊維
量を参考に寒天ゼリーと粉末食物繊維の導入

２．運動
歩行を中心に活動量の増加

３．乳酸菌・ビフィズス菌
腸内環境を整える為に個人個人に応じた食品の導入

４．水について
一日１５００ｍｌを目標に水分計画を立案し実践

５．下剤の中止
上記１～４の実践状況を踏まえて下剤の中止と減量を検討し実
践

１　下剤の代用品導入から下剤使用量の減少
２　排便形状の変化から定時トイレ排便の増加
３　活動量の増加
４　平均水分量の増加

自然排便に繋がる為の介護の実践から、知識は身についてきた
がいまだ全ご利用者には至っていないので、今後も取り組みを
継続して行く。
１　全ご利用者がトイレでの排便を出来るようにする
２　下剤の減量から下剤に頼らないケアの確立
３　活動量が不足しているご利用者への活動の提供
４　根拠となる知識の共有を図るため職員教育の継続
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施設のサービスの概
要

女満別ドリーム苑は、社会福祉法人女満別福祉会が運営する定員６０名の特別養護老人ホームです。平成６年４月の開
設以来、個人の尊厳の保持と地域連携の思想を基本理念とし、公正・公平かつ健全で活力ある法人運営に努めておりま
す。平成２４年度より全国老人福祉施設協議会主催の介護力向上講習会へ参加し、個人の尊厳を保持する手段として、
まずは「おむつゼロ」に向け取り組んでいます。

短期入所生活介護施設（１０床）、通所介護事業、訪問介護事業、居宅介護支援事業他
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